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 もん じょ かん

c o n t e n t s
■特別展「花燃ゆ」への協力‥‥‥‥‥‥6
■古文書講座をのぞいてみよう‥‥‥‥‥7
■美術とアーカイブズ‥‥‥‥‥‥‥‥‥7
■万歳　正月のことほぎ‥‥‥‥‥‥‥‥8

■文書館動物記　書庫に棲む動物たち‥‥‥2/3
■公文書の引継ぎ･保存･公開に関するQ&A‥‥4
■平成26年度の新収諸家文書を紹介します‥‥5
■学校教育との連携‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

万歳 正月の
ことほぎ正月には一年の祈りが凝縮

　正月の行事や飾りには、その年の豊作や家々の安寧な

どを願う、さまざま祈りが凝縮されています。

　今回は、正月に巡り来て家 を々祝福する「万歳（まんざ

い）」という芸能、ないしそれをおこなった人 を々紹介します。

　「万歳」は、滑稽さを強調した芸能として近代化した、今

の「漫才」の原型にあたります。 

鶏頭烏帽子の万歳

　おそらく大内氏の時代から、山口を中心に門付け（かど

つけ）に回った、特別な由緒をもつ万歳の人々がありまし

た。写真①②は、彼らの被った鶏頭の烏帽子と、彼らの万

歳の様子です。

　彼らは江戸時代には、萩城及び城下にも門付けに出る

ようになり、武士の家にも上がりこんで言祝ぎ（ことほぎ＝寿

ぎ）を行いました。鶏頭をかたどった烏帽子の下賜や修理

も、藩の重臣によって行われていたようです。

　彼らは大内氏の先祖と一緒に渡来したという由緒をも

つ陰陽師の末裔だと考えられており、山口市大内御堀に

ある乗福寺の保護を受けていました。

万歳と門松
　写真③は、当館の吉川家文書にのこる正月の門付け万

歳の様子を描いたものです。彼らは家々の前でその家を

寿ぐ祝言を唱え、歌舞しました。

　この絵からは、当時の門松のさまも見て取れます。門松

は、それを許された家にのみ立てられました。

　門松は、本来このように一本で、家のカド（前庭）に立て

られ、松などの枝の「芯」を残したものだったようです。

① ②

③

①鶏頭の烏帽子（一般郷土資料1704）
②鶏頭万歳の様子
（個人蔵。『森寛齋遺作図録』恩賜京都博物館、1944より部分転載）
③「万歳画」（吉川家文書307）



大内氏の鷹狩
　大永元（1521）年９月に、大内義興が嫡子義隆を
伴って、鷹狩りと松茸狩りに出かけた際の記録です
（「大内義興父子遊山書留」藤岡家文書1）。鷹狩
りは、中世の武将たちの間でたいへん人気がありま
した。
　中世領主の鷹狩りの記録として、たいへん珍しい
史料です。

萩藩と鶴
　鶴は特別な鳥として贈答や観賞に用いられました。萩城内においても飼養さ
れていました。山口県には、江戸時代、ナベヅルだけでなく、丹頂・真鶴なども飛
来していた記録があります。右は、昭和戦前期の八代（周南市）の鶴の写真
（広報課大型写真307）です。

大内氏と亀
　大内氏は妙見（北辰）を厚く信仰したことから、北
辰の象徴としての「玄武」（亀蛇）を、とりわけ大切に
しました。左の「降松妙見社縁起写」（多賀社文庫
434）では、「亀蛇者妙見星之令使玉フ所者也」と
記されています。

　
動
物
た
ち
は
、歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
人
々
と
関
わ
り
、ま

た
人
々
は
動
物
た
ち
に
関
し
て
、ど
の
よ
う
な
記
録
を
残
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
山
口
県
文
書
館
の
五
〇
万
点
を
超
え
る
資
料
の
中
に
は
、そ
の

よ
う
な「
人
間
と
動
物
」の
関
係
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
、

興
味
深
い
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、そ
れ
ら
の一端
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

④ ⑤ ⑥

①ネズミ駆除の指導者用手引き
　（行政資料1960年代各種団体405）
②「虎頭枕」（「防長古器考 有図25」）
　堅田内記広範家に伝来のもの
③「浦日記」（毛利家文庫71藩臣日記2）
　天保12（1841）年6月16日条
　皆既月食の日に岩国に現れたという
怪獣
④「諸所風説書」（毛利家文庫29風説5）
　京都守護職として入京した松平容保
が怪獣の姿で風刺的に描かれている
⑤「密局日乗」（毛利家文庫19日記19）
寛政3（1791）年3月27日条
　前大津宰判三隅村野波瀬で目撃さ
れた「おつとせい」の記事
⑥愛犬に登録と狂犬病予防注射を促す
山口県のポスター（ポスター1950-1）

「密局日乗」
　「密局日乗」は、藩政後期に作成された萩藩密用方（藩の
歴史や先例調査を担当した役所）の日記です（全129冊）。
　この中には、藩内で目撃されたり、噂になった珍しい動物、
怪奇な動物に関する記事が数多くあります。

象がやってきた
　享保13（1728）年6月、将軍徳川吉宗が
発注した象が長崎に到着し、翌年3月から
陸路で江戸に向かいました。
　象は3月25日に下関に上陸して山陽道を
進み、4月2日に徳山の象小屋に泊まりまし
た（「御書出控」徳山毛利家文庫　御書
出控7）。

「産物帳」の成立
　享保20（1735）年から数年をかけて、幕府の医師丹羽正
伯は全国の動植物や鉱石についての実態調査を行うため、
各藩に命じて「産物帳」ならびに彩色した「絵図註書」を作
成させました。 
　提出された「産物帳」そのものは現存していませんが、当
館には防長両国の産物帳作成に関する史料が数多く残さ
れています。

　吉田松陰関係資料157「意見書文案」の
裏面に、躍動的な馬のイラストがあります。誰
が書いたのかは判然としませんが、放れ駒
のように幕末を駆け抜けた吉田松陰を隠喩
しているかのようです。

文書館
もんじょかん

動物記
書庫に棲む動物たち

第10回中国四国地区アーカイブズウィーク

2015.6.2TUE－6.6SAT・7SUN

① ② ③

じゃじゃ馬！
吉田松陰関係資料
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今
年
度
、一
六
家
、二
、〇
三
四
点
の
諸
家
文
書
の
閲
覧

を
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
三
つ
の
文
書
群
を
紹
介

し
ま
す
。

■
内
田
伸
採
拓
史
料

　
内
田
伸
氏
は
、山
口
市
鋳
銭
司
生
ま
れ
。山
口
市
職
員

と
し
て
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
長
な
ど
を
歴
任
、多
年

に
わ
た
り
社
寺
建
築
を
は
じ
め
石
造
美
術
や
雪
舟
、大
村

益
次
郎
の
研
究
に
い
そ
し
む
ほ
か
、民
話
伝
説
の
蒐
集
に

も
努
め
る
な
ど
、多
方
面
の
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。主
な
著

作
に
は
、『
山
口
県
の
石
造
美
術
』、『
大
村
益
次
郎
文
書
』、

『
防
長
の
微
笑
佛
』、『
山
口
県
の
金
石
文
』等
々
が
あ
り
ま

す
。

　
本
史
料
は
、『
山
口
県
の
金
石
文
』に
掲
載
さ
れ
た
梵

鐘
・
鰐
口
・
石
造
物
な
ど
年
紀
の
刻
ま
れ
た
金
石
文
の
拓

本
を
集
積
し
た
も
の
で
す
。県
内
は
も
と
よ
り
、本
県
に
関

わ
る
も
の
は
県
外
ま
で
も
所
在
地
に
足
を
運
ん
で
採
拓
し

て
あ
り
ま
す
。そ
の
拓
本
技
術
に
は
定
評
が
あ
り
、肉
眼
の

限
界
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
に
本
史
料

は
山
口
県
の
中
世
史
を
ひ
も
と
く
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

■
宮
内
家
文
書

　
宮
内
家
は
、中
世
に
周
防
国
吉
敷
郡
の
鰐
鳴
八
幡
宮

（
現
、山
口
市
小
鯖
）の
神
職
を
務
め
て
い
た
家
で
す
。十
七

世
紀
前
半
に
は
、周
防
国
熊
毛
郡
八
代
村（
現
、周
南
市
）

に
所
領
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、の
ち
に
帰
農
し
て
、周

防
国
佐
波
郡
切
畑（
現
、防
府
市
）に
居
住
し
ま
し
た
。文

書
は
、戦
国
期
に
大
内
氏
や
毛
利
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
判

物
・
奉
書
が
中
心
で
す
。こ
の
内
、大
内
氏
の一
門
・
重
臣
の

問
田
興
之
が
、宮
内
氏
が
大
内
氏
か
ら
六
郎
左
衛
門
尉
に

任
じ
ら
れ
太
刀
を
頂
戴
し
た
こ
と
を
賀
し
た
文
書（
№
１

（
4
の
2
））は
、大
永
元
年（
一五
二一
）に
大
内
義
興
・
義
隆

父
子
が
鷹
狩
と
松
茸
狩
り
を
行
っ
た
際
に
宮
内
氏
が
世
話

を
し
た
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
す（
当
館
蔵「
藤
岡
家
文

書
」№
１
）。こ
の
こ
と
か
ら
、宮
内
家
文
書
と「
藤
岡
家
文

書
」№
１
と
は
、本
来
は
同
一の
文
書
群
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

■
清
川
家
文
書

　
清
川
家
は
山
口
市
小
鯖
在
住
で
、明
治
三
十
年
代
〜
大

正
期
に
小
鯖
村
の
区
長
や
村
会
議
員
を
務
め
た
家
で
す
。

清
川
忠
雄
は
、明
治
〜
昭
和
戦
前
期
に
内
務
省
の
技
師
と

し
て
主
に
県
外
で
活
動
し
、明
治
〜
大
正
期
に
利
根
川
改

修
工
事
に
携
わ
っ
て
お
り
、富
士
川
下
流
事
務
所
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。文
書
の
内
容
は
、①
小
鯖
村
鳴
滝
組
住
人

と
し
て
の
活
動
に
関

わ
る
も
の
と
、②
清

川
家
の
家
と
し
て
の

活
動
に
関
わ
る
も
の

と
に
大
別
で
き
ま

す
。な
か
で
も
、忠
雄

が
携
わ
っ
た
利
根
川

改
修
工
事
や
富
士
川

下
流
事
務
所
事
業

な
ど
東
日
本
で
の
工

Ｑ
公
文
書
の
引
継
ぎ
は
、い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
か
？

Ａ
戦
前
の
県
立
山
口
図
書
館
内
に
あ
っ
た
郷
土
志
料
室
の

時
代
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）の

文
書
館
開
館
以
降
は
、毎
年
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年（
二
〇
一五
）三
月
現
在
ま
で
に
引
き
継
い
だ

公
文
書
の
総
数
は
、約
七
万
七
千
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。

Ｑ
公
文
書
の
引
継
ぎ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

か
？

Ａ
現
在
は
、山
口
県
公
文
書
取
扱
規
程
等
に
沿
っ
て
、県
庁

各
課
と
文
書
館
の
間
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。当
規
程
に
は
、

県
庁
各
課
が
文
書
を
廃
棄
す
る
際
、あ
ら
か
じ
め
、そ
の
文

書
を
文
書
館
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て

文
書
館
長
に
照
会
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、文
書

館
長
が
そ
の
文
書
を
文
書
館
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
適
当
で

あ
る
旨
を
回
答
し
た
と
き
は
、特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
を

を
協
議
の
上
で
引
継
ぎ
、保
存
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。例

え
ば
、昭
和
四
十
一〜
四
十
五
年
度
ま
で
続
い
た『
山
口
県
政

史
』編
さ
ん
事
業
の
過
程
で
、県
庁
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
永

年
保
存
文
書
を
一
括
し
て
引
き
継
い
で
い
ま
す（
県
庁
戦
前

Ｂ
文
書
）。ま
た
県
庁
文
書
課（
現
在
の
学
事
文
書
課
）が
保

存
し
て
い
た
明
治
期
の
県
庁
布
達
類（
明
治
期
山
口
県
布
達

類
）も
協
議
の
上
で
引
継
ぎ
、保
存・公
開
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）三
月
以
前
に
完
結
し

た
公
文
書
は
、近
代
史
研
究
、地
方
行
政
史
研
究
を
進
め
る

上
で
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
と
し
て
、国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
引
き
継
が
れ
た
公
文
書
は
全
て
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
？

Ａ
現
在
は
、概
ね
一九
七
〇
年
代
ま
で
に
完
結
し
た
公
文
書

を
公
開
し
て
い
ま
す
。ま
た
、簿
冊
に
個
人
情
報
が
含
ま
れ

る
場
合
は
、一
定
の
期
間（
百
年
以
上
、八
十
年
、五
十
年
な

ど
）、公
開
を
制
限
し
て
い
ま
す
。な
お
、一
九
五
〇
年
代
以
降

の
公
文
書
に
関
し
て
は
別
館
書
庫
で
保
存
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
文
書
館
で
公
文
書
が
保
存
・
公
開
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は

何
で
す
か
？

Ａ
文
書
館
で
県
の
公
文
書
を
保
存
す
る
こ
と
は
、県
行
政

の
足
跡
が
、確
実
か
つ
正
確
に
、未
来
へ
継
承
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。ま
た
近
年
、年
金
記
録
の
ず
さ
ん
な
管
理
や
、

東
日
本
大
震
災
時
の
議
事
録
未
作
成
問
題
な
ど
を
受
け
、

公
文
書
管
理
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。文
書
館
に
お
い

て
県
政
上
重
要
な
公
文
書
を
保
存・公
開
し
て
い
く
こ
と
は
、

県
政
の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

除
き
、文
書
館
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
当
規
程
に
沿
っ
て
、例
年
、執
務
環
境
整
理
期
間
に
あ
わ

せ
て
、公
文
書
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ 

総
務
や
教
育
、農
業
、商
業
、土
木
な
ど
、幅
広
い
内
容
の

公
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。古
い
も
の
の
中
に
は
、廃
藩

置
県
以
前
の
山
口
藩
時
代
の
文
書
や
、大
正
末
年
に
廃
止
さ

れ
た
郡
役
所
の
公
文
書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、例
年
廃
棄
さ
れ
る
公
文
書
の
中
か
ら
選
別
し
引
き

継
い
だ
公
文
書
と
は
別
に
、県
政
上
重
要
な
永
年
保
存
文
書

■平成26年度の新収諸家文書

平
成
二
十
六
年
度
の

　
新
収
諸
家
文
書
を
紹
介
し
ま
す
！

公
文
書
の
引
継
ぎ
・
保
存
・

　
公
開
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

№ 文　　書　　名 点　数 主な文書の年代 文書群の特徴（関連地域、個人・家の歴史、就任役職等）
内田伸採拓史料
影山家文書
河崎家文書
河野英男収集資料（追加）
清川家文書
熊野家文書
雑賀家文書
佐々木均文書
宍戸家文書
田中栄一収集文書
林家文書
原田萬吉家文書
古畑家文書（追加）
溝部家文書（追加）
宮内家文書
山本家文書

679
37
3
53
207
60
133
199
80
145
19
269
23
5
12
110

中世～近世
近世～近代
近代
近世～現代
近世～現代
中世～近代
中世～近代
近代～現代
近世～近代
近世～近代
中世～近代
近世～近代
近世～近代
近代
中世～近世
近世～近代

金石文拓本
コレクション／萩藩士佐伯家（無給通）
村長
コレクション／県職員
内務省技師
萩藩右田毛利家臣／戸長
萩藩士（大組）
コレクション／県職員
萩藩士（寄組）／書籍
コレクション／下張文書
大内氏／萩藩士（大組）／萩藩福原家臣
市年寄／庄屋／コレクション
コレクション／鷲頭寺／塩田
陸軍軍人
大内氏／神官
庄屋／副戸長 ／村長

清川家文書 №139　アルバム（利根川改修工事関係）

　
文
書
館
で
は
、県
庁
で
作
成
・
収
受
し
、保
存

期
限
が
満
了
し
た
公
文
書（
当
館
で
は「
行
政

文
書
」と
呼
ん
で
い
ま
す
）の
中
か
ら
、後
世
に

残
す
べ
き
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
公
文

書
を
引
継
ぎ
、保
存
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、公
文
書
の
引
継
ぎ
・
保
存
・
公
開
に

関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
答

え
し
ま
す
！

1970年代公文書の保存状況

事
に
関
す
る
写
真
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。県
内
関
係
で
は
、昭
和
八
年（
一
九
三
三
）の
山
口
〜
小

郡
間
国
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事
に
関
す
る
写
真
も
あ
り

ま
す
。

の
ぶ
る
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古
文
書
講
座
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

A
R
TS &

 A
R
C
H
IV
ES

2014.5.31-6.8

 

　
当
館
で
は
、入
門
・
専
修
・
実
践
と
い
う
三
つ
の
コ
ー
ス
の
古

文
書
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、平
成
二
十
六
年
度
に
各
講
座
で
使
わ
れ
た
テ

キ
ス
ト
を
紹
介
し
な
が
ら
、会
場
の
雰
囲
気
を
の
ぞ
い
て
み

ま
す
。

　
◇
入
門
講
座

　「
入
門
講
座
」は
、古
文
書
解
読
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
で

す
。受
講
生
は
、見
慣
れ
な
い「
く
ず
し
字
」に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、一字
一字
丁
寧
な
解
読
に
努
め
ま
し
た
。

　
前
期
の
テ
キ
ス
ト
は「
未
ノ
年
諸
国
御
巡
見
之
上
使
事
」

で
す
。幕
府
は
、全
国
支
配
の一
環
と
し
て
諸
国
に
役
人（
巡

見
使
）を
派
遣
し
、各
地
の
様
子
を
視
察
さ
せ
ま
し
た
。テ
キ

ス
ト
で
取
り
上
げ
た
寛
文
七
年（
一
六
六
七
）の
事
例
で
は
、

周
防
・
長
門
に
三
名
の
幕
府
役
人
が
来
訪
し
て
い
ま
す
。彼

ら
が
た
ど
っ
た
ル
ー
ト
に
出
て
く
る
な
じ
み
の
あ
る
地
名
か

ら
、文
字
の
く
ず
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
後
期
は
、萩
藩
士
の
国
司
広
孝（
一六
九
五
〜
一七
二
六
）が

伝
え
聞
い
た
事
柄
を
記
し
た「
聞
書
　
国
司
広
孝
」を
読
み

ま
し
た
。防
長
の
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、朝
廷
の
こ
と
、豊
臣

秀
頼
の
こ
と
、福
岡
藩
で
起
こ
っ
た
黒
田
騒
動
の
こ
と
な
ど
、

豊
富
な
内
容
が
詰
ま
っ
た
記
録
で
す
。

　
◇
専
修
講
座

　「
専
修
講
座
」は
、古
文
書
の
よ
り
深
い
知
識
を
学
ぶ
講
座

で
す
。前
期
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
就
御
内
用
宮
木
八
郎
右
衛
門

一同
ニ
被
差
越
候
一
件
」。明
和
八
年（
一七
七
一
）二
月
、萩
藩
士

二
名
が
萩
藩
主
毛
利
重
就
の「
御
内
用
」を
携
え
徳
山
藩
を

訪
問
、徳
山
藩
主
毛
利
就
馴
と
家
老
に
面
会
を
求
め
ま
し

た
。た
だ
ご
と
で
は
な
い
萩
藩
の
使
者
を
迎
え
た
徳
山
藩
の

苦
悩
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
期
の
前
半
は「
貞
享
地
震
の
記
録
を
読
む
」と
し
て
、貞

享
二
年（
一六
八
五
）に
防
長
で
発
生
し
た
地
震
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。こ
の
地
震
で
は
、堅
牢
な
萩
城
の
塀
や
石
垣
の
崩
落

を
は
じ
め
、領
内
各
地
で
被
害
が
出
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。後
半
の
テ
キ
ス
ト「
孝
婦
い
し
の
生
涯
」で
は
、義
理
の
両

親
に
献
身
的
に
仕
え
た「
い
し
」を
、萩
藩
が
人
々
の
鏡
と
し

て
賞
し
た
記
録
を
読
み
ま
し
た
。

　
◇
実
践
講
座

　「
実
践
講
座
」は
、受
講
生
が
主
体
と
な
っ
て
解
読
を
進
め

る「
演
習
形
式
」の
ス
タ
イ
ル
を
採
る
講
座
で
す
。

　
受
講
生
は
三
班
に
分
か
れ
、「
萩
藩
の
孝
人
・
奇
特
人
」、

「
四
国
旅
日
記
」、「
幕
末
の
記
録
」を
テ
ー
マ
と
し
た
資
料
を

解
読
し
ま
し
た
。時
に
は
文
字
や
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、熱
い
議

論
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
文
書
館
で
は
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
古
文
書

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

  

当
館
で
は
、学
校
教
育
へ
の
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。そ
の
活
動
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
毎
年
八
月
、教
員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
の
が「
授
業
で

使
え
る
文
書
館
活
用
講
座
」で
す
。こ
れ
は
文
書
館
へ
の
理
解

を
深
め
、授
業
に
お
け
る
文
書
館
資
料
の
活
用
方
法
を
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
ざ
し
た
講
座
で
す
。所
蔵
資
料
の
概
要

説
明
や
書
庫
見
学
の
ほ
か
、資
料
の
読
解
演
習
、フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、授
業
づ
く
り
の
た
め
の
資
料
収
集
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

　
今
年
一
月
か
ら
、吉
田
松
陰
の
妹・文
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に

あ
わ
せ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展「
花
燃
ゆ
」が
、山
口
県

立
萩
美
術
館・浦
上
記
念
館（
萩
市
）、東
京
都
江
戸
東
京
博

物
館（
東
京
墨
田
区
）、ア
ー
ツ
前
橋（
群
馬
県
前
橋
市
）な
ど

全
国
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。吉
田
松
陰
や
文
ゆ
か
り
の

品
を
は
じ
め
、楫
取
素
彦
、高
杉
晋
作
、久
坂
玄
瑞
な
ど
、文

と
と
も
に
幕
末
を
生
き
た
長
州
藩
士
た
ち
の
関
係
資
料
を

紹
介
し
、彼
ら
の
人
物
像
と
、彼
ら
が
生
き
た
幕
末
維
新
期
と

い
う
激
動
の
時
代
を
描
き
出
す
展
覧
会
で
す
。

　
当
館
は
こ
の
特
別
展
に
全
面
的
に
協
力
し
、山
口
県
指
定

有
形
文
化
財「
吉
田
松
陰
関
係
資
料
」を
は
じ
め
多
く
の
館

蔵
資
料
を
出
品
し
ま
す
。「
絹
本
着
色
吉
田
松
陰
像（
自

賛
）」や「
吉
田
松
陰
絶
筆
」な
ど
貴
重
な
歴
史
資
料
を
目
に

で
き
る
好
機
で
す
。ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

会
期
：
山
口
４
月
18
日
〜
５
月
24
日
／
東
京
６
月
４
日
〜

　
　
　
７
月
20
日
／
群
馬
８
月
１
日
〜
９
月
６
日

　
平
成
二
十
六
年
度
、「
美
術
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
古
文
書

に
見
る
防
長
の
美
術
工
芸
品
―
」を
テ
ー
マ
に
、第
９
回
中

国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

（
5
/
31
〜
6
/
8
）。

　
萩
焼
や
雪
舟・雲
谷
派
の
絵
画
な
ど
、山
口
県
を
代
表
す

る
美
術
工
芸
品
の
ル
ー
ツ
や
歴
史
を
物
語
る
記
録
、萩
藩
が

作
成
し
た
美
術
工
芸
品
の
調
査
報
告
書「
防
長
古
器
考
」、

長
府
藩
御
用
絵
師
の
描
い
た「
四
季
耕
作
図
」屏
風
な
ど

を
展
示
し
た
ほ
か
、防
長
の

美
術
工
芸
品
と
当
館
資
料

に
関
す
る
歴
史
探
求
講
座

を
開
催
し
、多
数
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
文
書
館（
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
）
」
と
「
美
術
（
ア
ー

ト
）」、一
見
距
離
を
感
じ
る

二
つ
の
言
葉
で
す
が
、当
館

に
は
両
者
を
つ
な
ぐ
歴
史

的
な
資
料
も
た
く
さ
ん
保

存
さ
れ
て
い
る
、そ
ん
な
驚

き
を
み
な
さ
ん
に
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

シ
ョン
な
ど
実
践
的
な
内
容
で
す
。参
加
者
か
ら
は
、「
授
業
で

の
活
用
の
仕
方
に
つい
て
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
ヒ
ン
ト
が

大
変
参
考
に
な
っ
た
」、「
文
書
館
の
資
料
を
よ
り
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
生
徒
へ
も
伝
え
た
い
」な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
の
受
講
者
募
集
は
五
月
中
旬

ご
ろ
の
予
定
で
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
作
成
を
始
め
た『
山
口
県
文
書
館

所
蔵
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ
イ
ド
―
学
校
教
育
編
―
』は
、館
蔵
資

料
か
ら
、授
業
等
で
使
い
や
す
い
資
料
を
ピッ
ク
ア
ッ
プ
し
解
説

を
付
け
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。現
在
一四
四
の
ト
ピ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。中
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
と
リ
ン
ク
さ
せ
当
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。日
々
の
授
業
で
ぜ
ひ
ご
活
用

下
さ
い
。

　
ま
た
当
館
で
は
、学
校
教
育
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支

援
を
行
う
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
教
員

と
の
情
報
交
換
の
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。平
成
二
十
六
年
度

に
は
、山
口
県
高
等
学
校
教
育
研
究

会
社
会
部
会
山
口
地
区
協
議
会
で
、

高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
の
教
員

に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ
イ
ド
の
作
成
を

中
心
と
す
る
当
館
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、情
報
交
換
の

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、授
業
の一
環
と
し
て
の

文
書
館
訪
問
や
教
材
研
究
に
関
す

る
レ
フ
ァ
ン
レ
ン
ス
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

学
校
教
育
と
の
連
携

　
学
校
教
育
支
援
活
動
に

　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

特
別
展「
花
燃
ゆ
」へ
の
協
力

美
術
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

第
９
回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

古
文
書
に
見
る
防
長
の
美
術
工
芸
品

山口県高等学校教育研究会社会部山口地区協議会（26.12）

授業で使える文書館活用講座（26.8）
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万歳 正月の
ことほぎ正月には一年の祈りが凝縮

　正月の行事や飾りには、その年の豊作や家々の安寧な

どを願う、さまざま祈りが凝縮されています。

　今回は、正月に巡り来て家 を々祝福する「万歳（まんざ

い）」という芸能、ないしそれをおこなった人 を々紹介します。

　「万歳」は、滑稽さを強調した芸能として近代化した、今

の「漫才」の原型にあたります。 

鶏頭烏帽子の万歳

　おそらく大内氏の時代から、山口を中心に門付け（かど

つけ）に回った、特別な由緒をもつ万歳の人々がありまし

た。写真①②は、彼らの被った鶏頭の烏帽子と、彼らの万

歳の様子です。

　彼らは江戸時代には、萩城及び城下にも門付けに出る

ようになり、武士の家にも上がりこんで言祝ぎ（ことほぎ＝寿

ぎ）を行いました。鶏頭をかたどった烏帽子の下賜や修理

も、藩の重臣によって行われていたようです。

　彼らは大内氏の先祖と一緒に渡来したという由緒をも

つ陰陽師の末裔だと考えられており、山口市大内御堀に

ある乗福寺の保護を受けていました。

万歳と門松
　写真③は、当館の吉川家文書にのこる正月の門付け万

歳の様子を描いたものです。彼らは家々の前でその家を

寿ぐ祝言を唱え、歌舞しました。

　この絵からは、当時の門松のさまも見て取れます。門松

は、それを許された家にのみ立てられました。

　門松は、本来このように一本で、家のカド（前庭）に立て

られ、松などの枝の「芯」を残したものだったようです。

① ②

③

①鶏頭の烏帽子（一般郷土資料1704）
②鶏頭万歳の様子
（個人蔵。『森寛齋遺作図録』恩賜京都博物館、1944より部分転載）
③「万歳画」（吉川家文書307）


